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A-19 果果のの とと 分分パパタターーンンでで識識 さされれたた日日本本産産 タタララ ビビッッソソロロ

ママ のの 4 ルルーーププ  
○ 人 1)・大村 人 1, 2)・ 3)・ 一  1)・  1)（ 1) 大学
2) 科学 3)広 市）  

Four groups within Byssoloma subdiscordans distinguished by the morphology of 
apothecia and the chemical profiles in Japan by K. Miyazawa1), Y. Ohmura2), M. Chaki3), 
Y. Yamaoka1), I. Okane1) (1) University of Tsukuba; 2) National Museum of Nature and 
Science; 3) Hiroshima-City) 
 
 

タラ ビッソロマ Byssoloma subdiscordans（ シ アオ ゴケ科）は， 界 の か

ら まで広く分 し， 葉や ， など が である である．本 の については，

や の さ， の などの に 広い が されている．また， の重

要な分 の一つである 分については，一部の からの に られて り， ルスチ

チン （Nor）と サントン のみが されている．しかし，それらの の に関して，

これまで 分に されてこなかった．そこで本 究では，B. subdiscordans の分 学的 を目

的とし，その な ， 分， の分 （nrITS，nrLSU，mtSSU）を した．

日本産 本 40 点を した 果， の分 で 持され，以 の 果の と

分パターンで識 される なくとも 4 ループが められた．すなわち， ループ は の

と い の を う 果，ロ ール （Lob），Nor（±）， 定 分 US1，US3，
US5?（±），US6?（±） ループ は の と広い の を う 果，Lob，Nor，
US2，US4 ループ は の と広い 果，US1，US2 ループ は の

と広い の を う 果，US1，US2，US7 で特 けられる．以上， ループは

， ，遺伝的な いが められたことから，それ れ した として うのが 当である． 
 

A-20 日日本本 産産のの 寄寄 Syncephalis pycnosperma (トト チチカカビビ門門 ) 
○ 介（ 大 ）  
Syncephalis pycnosperma (Zoopagomycota), a mycoparasic fungus new to Japan by Y. 
Degawa (Sugadaira Research Station, MSC, Univ. of Tsukuba) 
 
 

 サシカビ (Syncephalis) はト チカビ門エ カビ科の 寄 で， 界から 70 が ら

れる．日本では 1960 年 から され までに 13 の があるが，近年は で 力的に

分 学的 究が進 している．2021 年 7 に 間市の でケカビ が した

の を し，持ち り したところ，本 の が した． 時，

の シ ルより の を い 時に をなす 3 の分 を する

という特 から Thaxter (1897)が より した Syncephalis pycnosperma と 定された． の

見例は くはないが，近年，Benny & Smith (2018)が Farlow herbarium のタイプ 本を しス

テータスの な と されている．本 の 行例は無かったことから， られた を分

したところ 0.3 サ ラエビ 上のみで で が された． した の近

に なケカビ目， サレケカビ目の を した 果 , の サンプルに していた

Mucor oblongiellipticus のみで寄 が められた．本 の は M. oblongiellipticus の の

に したところで を作り に 入し した． との をした 上

では のような が したが にまで らなかった．そこで， に した

の を む ミ の を切り し したところ， の に っ

たが 化していた．Thaxter (1897)が 時に した，本 に し が なる S. wynneae
はミミ サタケ の から されて以 ， 見が無い．本 の の を するに

は， に えて， 力的に による も行って探 していく 要がある．  
 


